
二
十
歳
で
故
郷
を
離
れ
、
十
年
ぶ
り
に
故
国
日
本
に
帰
っ
た
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留　 京

都
府
　
向
井
弘
　 

九
月
上
旬
、
我
々
奉
天
北
陵
大
学
収
容
所
の
混
成
大
隊
は
、
黒

河
よ
り
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
へ
渡
河
、
シ
ベ
リ
ア
へ
第
一
歩

を
お
ろ
す
。

終
戦
一
か
月
も
せ
ぬ
間
の
入
ソ
抑
留
生
活
。
魔
の
シ
ベ
リ
ア
、

一
度
入
っ
て
生
き
て
帰
っ
た
者
の
い
な
い
シ
ベ
リ
ア
等
々
、
雑
多

の
流
言
の
中
の
抑
留
入
ソ
で
、
や
は
り
先
行
き
不
安
な
日
々
で

あ
っ
た
。

雨
の
幕
舎
で
一
夜
過
ご
し
た
あ
と
、
列
車
乗
車
所
ま
で
何
キ
ロ

か
歩
き
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
、
い
ず
こ
へ
行
く
と
も
不
明
の
何
十

日
か
の
西
へ
の
旅
と
な
っ
た
。
用
便
と
食
糧
受
領
以
外
は
閉
め
切

り
の
重
い
貨
車
の
扉
で
あ
っ
た
。

バ
イ
カ
ル
湖
過
ぎ
河
の
岸
辺
で
我
々
六
百
余
人
お
ろ
さ
れ
、
一

夜
食
糧
警
備
に
一
人
で
立
た
さ
れ
た
。
銃
剣
も
な
し
の
立
■
、
こ

れ
ほ
ど
心
細
い
歩
■
は
初
め
て
、
つ
く
づ
く
銃
剣
実
砲
の
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
事
な
く
使
命
達
成
夜
明
け

と
な
り
、
食
事
後
河
を
渡
る
。

そ
れ
よ
り
徒
歩
行
軍
一
日
が
か
り
で
宿
舎
へ
到
着
、
ハ
ル
ハ
タ

イ
と
い
う
と
こ
ろ
と
聞
い
た
。
明
治
節
の
二
、
三
日
前
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
は
も
う
零
下
の
気
温
で
伐
採
作
業
。
気
温
零
下
三
十
度

を
下
が
る
と
作
業
待
機
、
気
温
上
昇
待
ち
で
あ
っ
た
。

十
日
ほ
ど
も
た
っ
た
だ
ろ
う
か
、
食
糧
切
れ
と
の
達
示
、
作
業

中
止
が
続
く
。
連
日
零
下
二
、
三
十
度
の
厳
寒
と
断
食
の
日
々
、

シ
ラ
ミ
の
蔓
延
、
発
疹
チ
フ
ス
の
発
生
、
積
雪
を
食
べ
て
の
ア

メ
ー
バ
赤
痢
連
発
、
食
糧
減
と
絶
食
に
よ
り
栄
養
失
調
症
が
続

発
、
全
員
罹
病
、
下
痢
発
熱
の
最
悪
状
態
の
ラ
ー
ゲ
ル
、
日
ご
と

に
戦
友
の
姿
が
消
え
て
い
っ
た
。
河
が
凍
結
し
て
か
ら
、
食
糧
到

着
し
た
が
、
罹
病
者
の
下
痢
と
ま
ら
ず
、
ま
す
ま
す
死
者
の
数
ふ

え
る
の
み
で
あ
っ
た
。

十
二
月
に
は
い
っ
た
あ
る
日
、
モ
ス
ク
ワ
よ
り
の
巡
視
あ
り
と

の
報
、
雪
の
中
を
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ヨ
ー
ロ
（
少
将
）
の
巡
視
あ
り
。

我
ら
生
残
り
の
日
本
兵
座
っ
た
ま
ま
、
寝
た
ま
ま
の
姿
で
防
寒
姿

の
軍
人
ロ
シ
ア
将
軍
を
う
つ
ろ
の
目
で
仰
ぎ
見
る
の
み
で
あ
っ



た
。
そ
の
翌
朝
、
全
員
服
具
持
っ
て
営
庭
整
列
の
命
あ
り
。
外
へ

出
て
驚
い
た
。
ア
メ
リ
カ
製
の
新
し
い
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が
二
、
三

十
台
凍
結
し
た
河
に
整
列
、
全
員
乗
車
の
命
に
よ
り
重
い
身
体
を

車
上
へ
、
ト
ラ
ッ
ク
は
氷
上
を
一
路
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
へ
。

何
時
間
か
か
っ
た
か
、
寒
風
の
中
毛
布
ス
ッ
ポ
リ
か
ぶ
っ
て

や
っ
と
の
こ
と
バ
ー
ニ
ア
（
浴
場
）
到
着
。
衣
類
熱
射
消
毒
中
に

ぬ
る
い
湯
で
何
百
日
目
か
の
体
ふ
き
、
骨
と
皮
、
お
互
い
に
こ
う

も
よ
く
痩
せ
た
も
の
と
、
だ
る
い
手
で
ぬ
る
湯
を
体
に
か
け
洗
っ

た
。
浴
室
出
て
衣
類
装
具
付
け
収
容
所
へ
。

こ
こ
も
河
近
く
の
れ
ん
が
工
場
跡
で
、
前
の
河
は
ア
ン
ガ
ラ
川

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
毎
日
戦
友
死
ん
で
い
く
。

二
、
三
日
後
、
体
格
等
位
検
査
あ
り
、
ジ
フ
ト
ロ
フ
イ
と
決
定
、

入
院
と
な
り
、
第
二
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
川
辺
の
病
院
へ
。
一
か
月

ほ
ど
し
て
、
こ
ろ
は
四
、
五
月
ご
ろ
か
、
療
養
所
の
あ
る
シ
ャ
ー

マ
ン
カ
へ
移
動
。
気
温
気
候
も
大
分
よ
く
な
っ
て
い
た
が
、
就
床

の
ま
ま
の
毎
日
、
朝
目
覚
め
た
ら
、
両
脇
の
戦
友
二
人
と
も
声
を

か
け
れ
ど
応
答
な
く
、
よ
く
見
る
と
二
人
と
も
黒
パ
ン
持
っ
た
ま

ま
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
あ
の
と
き
の
心
境
、
食
べ
た
い
、
帰
り
た

い
の
思
い
が
途
切
れ
た
一
時
期
で
、
無
心
と
い
う
か
死
の
寸
前

は
、
思
考
、
欲
望
、
生
物
と
し
て
の
一
切
が
な
く
な
る
白
紙
と
な

る
も
の
と
知
る
。
亡
き
戦
友
た
ち
も
栄
養
失
調
、
死
亡
者
は
無
心

の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
が
、
不
思
議
に
私
は
生
き
残
っ
た
。

な
ぜ
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
、
考
え
思
い
、
運
が
強
か
っ
た
、
気

力
が
あ
っ
た
、
ま
だ
体
力
が
あ
っ
た
、
若
か
っ
た
、
若
い
と
き
の

苦
労
が
幸
い
し
た
。
我
が
家
の
伝
承
の
た
め
亡
き
父
母
、
先
祖
が

生
か
し
た
。
等
々
い
ろ
ん
な
こ
と
が
成
っ
て
で
あ
ろ
う
が
、
と
に

か
く
未
だ
に
お
陰
さ
ま
に
て
元
気
に
皆
様
の
い
ろ
い
ろ
な
お
世
話

を
さ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
死
ん
で
い
っ
た
戦
友
の
願
い
を
思

い
つ
つ
、
生
あ
る
限
り
そ
の
思
い
に
情
熱
を
燃
や
す
覚
悟
。

さ
て
さ
て
私
は
、
シ
ャ
マ
ン
カ
療
養
ラ
ー
ゲ
ル
を
出
て
、
三
級

患
者
と
な
り
、
第
二
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
ミ
ヤ
ー
ソ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

（
精
肉
総
合
工
場
）
ラ
ー
ゲ
ル
へ
移
動
。
歩
行
も
大
分
も
と
に
戻

り
、
日
ご
と
に
体
力
も
回
復
し
、
気
候
も
良
好
、
か
た
こ
と
の
ロ

シ
ア
語
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
死
亡
者
も
い
な
く
な
り
、
食
糧

も
肉
工
場
ラ
ー
ゲ
ル
の
関
係
で
、
上
肉
と
は
い
え
ぬ
が
肉
が
食
べ

ら
れ
、
屋
外
作
業
が
多
く
、
三
級
患
者
で
作
業
時
間
も
短
く
、
抑

留
二
年
目
の
正
月
に
は
形
だ
け
で
あ
っ
た
が
楽
し
い
シ
ベ
リ
ア
お



せ
ち
料
理
も
あ
が
っ
た
。
一
年
前
の
元
旦
は
人
生
最
悪
の
状
況

で
、
元
旦
が
何
日
か
、
生
き
て
帰
れ
る
か
、
何
年
こ
の
よ
う
な
生

活
が
続
く
か
、
何
人
戦
友
が
死
ぬ
の
か
、
ど
こ
へ
や
ら
れ
る
か
と
、

不
安
も
消
え
あ
き
ら
め
の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
ま
さ
ら
思
い

出
し
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
ダ
モ
イ
の
こ
と
に
と
時
は
移
る
。

昭
和
二
十
二
年
、
厳
寒
の
作
業
も
終
わ
り
、
春
近
き
こ
ろ
、
肉

工
場
ラ
ー
ゲ
ル
よ
り
マ
リ
タ
と
い
う
と
こ
ろ
の
小
高
い
山
へ
幕
舎

生
活
、
幕
舎
の
中
心
に
小
さ
い
ペ
チ
カ
（
鉄
製
）
あ
り
、
六
人
一

幕
、
作
業
は
伐
採
、
一
、
二
か
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
高

知
県
出
身
の
沢
谷
清
水
二
等
兵
の
死
が
一
生
忘
れ
ら
れ
ぬ
。

あ
る
日
マ
リ
タ
の
鉄
道
に
全
員
行
軍
移
動
、
こ
こ
で
元
日
本
大

使
館
付
武
官
の
ク
リ
ー
チ
コ
フ
大
佐
の
訓
辞
あ
り
。
上
手
な
日
本

語
で
「
諸
君
は
こ
れ
よ
り
ナ
ホ
ト
カ
経
由
舞
鶴
港
へ
と
向
か
う
」

初
め
て
聞
い
た
輸
送
指
揮
官
に
よ
る
日
本
語
で
の
ダ
モ
イ
通
知
と

日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
の
注
意
と
お
願
い
で
あ
っ
た
。
ダ
モ
イ
の
う

わ
さ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ほ
ん
と
と
確
信
。

や
は
り
ナ
ホ
ト
カ
第
一
、
第
二
、
第
三
ラ
ー
ゲ
ル
を
経
て
五
月

十
一
日
昼
ご
ろ
、
貨
物
船
遠
州
丸
へ
乗
船
。
航
路
日
本
海
上
で
も

死
亡
の
戦
友
あ
り
。
平
上
陸
、
直
ち
に
海
軍
病
院
へ
直
行
入
院
も

あ
る
。
我
々
の
引
き
揚
げ
状
況
の
中
、
舞
鶴
の
山
々
、
畑
の
麦
の

穂
、
出
迎
えの
婦
人
会
の
皆
様
の
「
永
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」

の
優
し
い
言
葉
、
今
も
脳
裏
に
浮
ぶ
引
き
揚
げ
の
舞
鶴
平
桟
橋
。

舞
鶴
訪
問
の
た
び
に
抑
留
の
想
い
出
が
浮
か
び
ま
す
。

抑
留
体
験
者
の
一
言　 岩

手
県
　
奥
寺
信
一
　 

私
は
昭
和
二
十
年
十
月
初
め
か
ら
昭
和
二
十
三
年
九
月
ま
で
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
市
に
抑
留
の
日
々
を
送
っ
た
一
人
で
す
。
今
思
う
と

帰
国
し
、
現
在
も
命
が
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
方
々
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
労
働
の
実
態
に
つ
い
て
書
を
読
み
、
ま
た
聞
い
て
み
ま
す

と
、
率
直
に
入
っ
て
私
ら
は
都
会
地
の
う
ち
の
近
く
で
の
労
働
作

業
だ
っ
た
の
で
、
山
深
く
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
炭
鉱
の
穴
の
中
に

入
れ
ら
れ
た
り
は
な
か
っ
た
分
、
比
較
的
に
楽
な
作
業
を
や
ら
さ

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
命
も
続
き
、
帰
国
復
員
者
の
一

人
に
も
な
っ
た
の
か
と
心
の
奥
深
く
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
思
い
出
し
な
が
ら
二
、
三
の
項
目
に
つ
い
て
綴
っ
て
み
ま




